
12．東北学院大学学事暦
（2023年4月～2024年3月）

期　　日 曜日 行　　　　　事
〈2023年〉4月 3日 月

4月 4日 火 入学式　　　新入生オリエンテーション期間（予）
4月 5日 水 　　　　　　新入生健康診断（予）

~ 　　　　　　2～4年生：履修指導期間・健康診断（予）
4月 13日 木
4月 14日 金 前期授業開始
4月 29日 土 昭和の日（授業なし）
5月 3日 水 憲法記念日（授業なし）
5月 4日 木 みどりの日（授業なし）
5月 5日 金 こどもの日（授業なし）
5月 15日 月 創立記念式（終日休講）
6月 10日 土 後援会総会（授業なし）（予）
7月 17日 月 海の日（授業なし）
8月 1日 火 授業予備日、補講実施日
8月 4日 金 補講実施日
8月 7日 月 前期授業終了
8月 8日 火
8月 9日 水 　　集中講義期間
8月 10日 木
8月 11日 金 山の日（授業なし）
9月 15日 金 後期授業開始
9月 18日 月 敬老の日（授業なし）
9月 23日 土 秋分の日（授業なし）
9月 29日 金 9月期卒業・学位記授与式

10月 9日 月 スポーツの日（授業なし）
10月 20日 金 大学祭準備日（授業なし） （予）
10月 21日 土 大学祭（授業なし）（予）
11月 3日 金 文化の日（授業なし）
11月 23日 木 勤労感謝の日（授業なし）
12月 22日 金 職員クリスマス （未定）

〈2024年〉1月 4日 木 　　集中講義期間1月 5日 金
1月 8日 月 成人の日（授業なし）
1月 9日 火 　　集中講義期間1月 10日 水
1月 12日 金 大学入学共通テスト準備日（授業なし）
1月 13日 土 大学入学共通テスト14日まで（授業なし）
1月 23日 火 補講実施日①
1月 24日 水 授業予備日①、補講実施日②
1月 25日 木 授業予備日②、補講実施日③
1月 29日 月 後期授業終了
2月 11日 日 建国記念の日
2月 12日 月 振替休日
2月 23日 金 天皇誕生日
3月 20日 水 春分の日
3月 26日 火 卒業・学位記授与式

【付記】
（休）：授業なし　（予）：予定
※2023年度は、祝日および土曜日開講の授業はありません
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11．東北学院大学「授業における成績評価の方針」

　東北学院大学は、授業における成績評価及び単位認定が「学位授与の方針」に定めた学修成果の質を保証するもの
となるために、成績評価を次の方針に基づき行う。

　１．  成績評価は、授業ごとに達成目標として立てられた学修成果が、授業の履修を通じて、どの程度達成されたか
を測定・評価することで行う。

　２．  授業の達成目標は、次の点に留意しながら適切に立てられ、シラバスに明示されなければならない。
　　⑴ 　授業の履修者を主語に、授業履修後に達成すべき状態や行動が書かれている目標であること
　　⑵ 　学位授与の方針及び教育課程編成・実施方針の中での当該授業の位置づけをふまえた目標であること
　　⑶ 　学位授与の方針が定める学修成果の多様性に対応した適切な数の目標であること
　　⑷ 　全体として、履修者に期待すべき標準的学修活動によって、履修者が相当の割合で達成できる目標であること
　　⑸ 　達成度ができる限り客観的に判断できる目標であること
　３．  成績評価を行うために達成目標の達成度を測定・評価する具体的方法は、次の点に留意しながら、成績評価方

法としてシラバスに明示されなければならない。　
　　⑴ 　達成目標及びその評価の観点の多様性に対応した複数の評価方法からなること
　　⑵ 　達成目標と評価方法の対応関係がわかること
　　⑶ 　各評価方法の評価の観点がわかること
　　⑷ 　各評価方法の比重がわかること
　　⑸ 　各評価方法について具体的な評価基準が作られ、それらは明示されうるものであること
　４．  シラバスに明示された達成目標、成績評価方法及び基準については、授業において、シラバスに記載された内

容及び必要な補足事項について履修者にていねいに説明し、内容の周知徹底をはからなければならない。また、
達成目標、成績評価方法及び基準は、特段の事情がないかぎり、授業期間途中で変更することはできない。

　５．  成績評価は、シラバス及び授業において明示された成績評価方法及び基準に基づいて行い、全体として達成目
標を「十分に達成している」者はグレードＳ（90～100点）、「達成している」者はグレードＡ（80～89点）、「ほ
ぼ達成している」者はグレードＢ（70～79点）、「ある程度達成している」者はグレードＣ（60～69点）、「達
成していない」者はグレードＤ（59点以下）の評価とする。

　６．  成績評価及びその分布については、ＧＰＡを利用しながら、すべての授業について不断に検証を行い、達成目
標として掲げた学修成果の達成度に基づいた、公平かつ妥当なものとなるよう、適正化にむけた取り組みを行う。

（以上）
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